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2P －7　　 アルコール摂取による組織アスコルビン酸量の変ｲh

O 藤原葉子、堤智恵子、大 塚恵

(お茶大・生活科学剖

目的：アルコール摂取はストレスの緩和、疲労回復、気分転換などに役立つと言われている。しか

しその一方、摂取量が過剰になると、健劇障害を起こしたり、栄養状態力抵 下するという問題点も

ある。そこで本研究では、ヒトの必須栄養素の１つであるビタミンＣ(アスコルビン酸:AsA) に注

目し、アスコルビン酸合成不能なＯＤＳラットを用いて、アルコール摂聡 こよる組織AsA 濃度の変

化、肝アルコり レデヒドロゲナーゼ(ADH) 活性、および 血清中脂質濃度の変化を調べた。また、拘

束ストレスに対してアルコール摂取がどのような効果をもたらすかについても、飼育中の身体反応

や組織栄養素量の変化を調べることにより検討した。

方法：４週齢の ＯＤＳ雄ラットを、摂取アルコーフレ水濃度により、Control 群、Moderate 群(2%)、

Heavy 群(10%) の３群に群分けし、L-AsA を300mg/kgdiet の割合で混合した飼料を与え、5 週笥

飼育した。飼育終了後、|副腎および肝臓中のAsA 濃度(ヒドラジン法)|、月ﾆF臓中ADH 活陛、|および

血清中脂質濃度を浪撹1した。

結果|:組織AsA 濃度､|肝臓中ADU 濯 生√血清中脂質濃度に、アルコール未摂取のControl 群 と

Moderate 群との聞の有意差は認められなかった。一方、Heavy 群でiま組織As 万Ａ濃度、|四 中ADH

活性が有意に低下した。また、血清中Tbtal －コレステロール濃支およびＨＤＬ－コレステロール濃 支

にも、有意な低下が認められた。

２Ｐ-８　　　 テンペ中のナットウキナーゼ様酵素

須見洋行，o 岡本猛，大杉忠則
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これまで日本の発酵食品であ る納豆中に血栓溶解酵素 ナットウキナーゼ（ＮＫ）を発見

し，またイ ンド ネシア納豆であ るテンペ中にはプ ラスミノーゲ ンアク チベーター

（Pig･Act）活性を示 す異なる血栓溶解関連酵素とＳＯＤ活性を報告してきた（須見ら,生化

学61:834,1989 ； 農化,71:234,1997 ）. 今回，テンペ中に強力なNK 様酵素を確認した.
【材料 ・方法】テンペはインド ネシア産の８種類を購入，標準酵素としてのNK は㈱日本

生物冽学 研 究所のBiozyme-NSK   （l,700FU/g ）を使用．血栓溶 解活性の測定,  KLB 社 カラ

ム法を用いた等電点電気泳動は既報（Sumi et ai., Experieniia, 43:1110,1987 ）通り，また

ビタミンK2 はメ ナキ ノン ー7    （MK-7 ）を標準としてＨＰＬＣ法（Sumi et al, Food  Sci.

Technol.Res., 5:48,1999 ； 農化,73:599,  1999 ）で測定した.
【成績】テンペの一種類，及び同テンペから分離された一菌株のソ イペプトン ーグリセリ

ンによる固体培養で強力な血栓溶解活性の生じることが分かった．フィブリン平板上での

その溶解活性は納豆あるいはNK より も弱いものの，溶解窓はより鮮明で，また加熱平板

（85 °C,   30分）より標準平板 に対する活性の方が高いことからPig･Act活性が推測された．

同酵素はカゼイン分解能とNK 基質であるSuc-Ala-Ala-Pro-Phe-pNA及 びH-D-Val-Leu-Lys-
pNA の両者を分解し，またelastatinalで強力 に阻害されることが分かった(Suc-Ala-Ala-Proﾆ

Phe-pNA を基質としてcompetitive阻害，Ki＝9.8×10 ’ ）̂.等電点電気泳動では２つの活吐ピー

クが認められ，各々pl約8.7及 び4.9であった．また，本菌株による発酵物中にはビタミン

K2(3,OOO μg MK-7 以上/lOOg 乾燥品）も検出され，バチルス属によると推測された.

65


